
というので単純化しすぎる傾向があるが，シミュレーションではコンピュータまかせ

の感があるので逆にやたらに複雑になるきらいがある。シミュレーションにおいてあ

まりにも現実に近づけようとするならば，複雑すぎ，多大の計算時間を要し， しかも

あまり当てにならぬーーモデルの乱雑により―ということも大いにあり得ることで

ある。全面理解にシミュレーションをつかうということは，荷がかちすぎているよう

に思う。

目的意識をはっきりもち，ある種の限られた現象を理解するための追具として用い

る，あるいは調査や実験の計画を有効にたてるための一つの瀬踏みとして見当付けに

用いる一思考実験より進んだ方法として一まずやってみて，問題になりそうにない

ところは，実除の段階では落してしまう一正直に実跡や調資をやれば大変に面倒な

ことになるが，この間にある種のモデルを作りシミュレーションによって検証してお

けば目的とするものを軽易なかつ測定誤差の少い実験や調査のデータから推定するこ

とが出来るようになる。調査や実験ではどうにも手のつけられない問題を，ある種の

モデルを作ってシミュレーションで見当を付けてみる，というように，問題解決の過

程においてダイナミックに使い込むのが得策であるように思う。つまり，シミュレー

ションに全面的によりかからず，ちょいちょいとうまく使いこなして行くという考え

方である。こうすることによって多くの金と日時をかける実験や調査を軽減すること

が出来，理論や実際で攻めてもどうしてもつめることの出来なかった隙間をうめるこ

とが出来るようになる。

このようにシミュレーションは，究極にそのものをねらうのではなく，ある大目的

を達成するための科学的小道具の一つとして活用されれば，栖めて有用なものである

と考えられる。

密度効果を基にした林分生長の予測

農工大農相場芳憲

密度効果とは，個体密度の影響をうけて，平均個体の生長に差が生じる現象をいい

同一の生育段階にある群落について密度が高くなるにつれて平均個体の大きさは小さ

くなる。
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同一の生育段階での密度 (P)と平均個体の大きさ (W)との関係を， W の生長が一般

logistic曲線でしめせることから逆数式でしめされた。

w=AP+B  

A, Bは生育段階によって決まる常数で，この逆数式では生育段階ごとに無競争密

度までふくめて P~W関係をしめすことができる。

この関係は林分において，平均個体の大きさを平均幹材積（v), 個体密度を ha あ

たり本数（P)，生育段階を林分平均樹高（五）におきかえてもよくあてはまる。そこで

只木ら (1963)は樹裔階こ1 とのP-v達係を等平均樹高線（密度効果線）と特性曲線

（最多密度線）とをつかって，いろいろな密度での林分生長経過を模式的にしめし，

このモデルでの生長について検討した。

この成果をふまえて，安藤（ 1968)はP~V関係でしめされる林分密度管理図をつ

くり，この図はよく利用されている。この林分密度管理図では，等平均樹高線を閉ざ

したと思われる多くの林分の平均として統計的に求めているので．平均的な林分につ

いては Pと五の 2因子により林分状態が求められる。しかし，現実林分は平均状態よ

りも密であったり，間伐等によって著しく粗であったりするのであてはめがわるい。

そこで，相場 (1975.a.b)は等平均樹高線を樹高階ととに各密度で最も大きい半

均個体をもつ林分を結ぶ線として 0-Dru I eにより求め，さらに5と五とでプロット

された点について密度を補正して現存幹材積を推定する方法とそのための図（五ー5

-P -V d i a gr am)を提示した。

五一D-p-V d i a gr amをつくるためにもちいた， P~v関係の密度効果図のうえ

で，林分の生長にともなう時系列変化を検討した。間伐林分の時系列変化の一例を図

-1にしめす。 XはPと V とで， 00は五と Vとでプロットされた点で，数字は林齢

である。期首の五と Vの交点と期末の五と Vの交点を結ぶ線分は最多密度線とほぽ平

行である。多くの間伐林分についてしらべた結果，間伐林分のような無競争密度の林

分の生育経過は密度効果図のうえで「期首の豆と Vとでプロットされた点が樹高のう

ときにともなって最多密度線と平行に移動する」ようにしめされる。この最多密度線

は等樹高線が樹高階とともに位置をかえる軌跡と平行である。

図ー 1のHaneyama-(11)の林分の期末の状態は， PとVの交点と Hと Vの交点が

ほぼ同一点となり，したがって PとHとVの8因子が満足する点が得られている。こ
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の状態で林分が生育しつづける場合には競争状態の密度をもつ林分となり，この競争

密度の林分の生育経過は「期首の点が樹高のうときにともなってほぼ垂直に又は自然

間引き線にそって移動する」ようにしめすことができる。この結果をここでは省略し

たが．只木や安藤のしめした生育経過はこの生育経過である。

期末の林分平均樹高が与えられたり，予測できたりする場合には，期首のHとV と

から期末の Vが簡単に読みとれる。われわれが林分因子を求める最も座本的なものは
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Vよりも平均胸高直径(fi)と平均樹高（B）とであるので， vを樹高階ととにFで表わ

した，林分密度管理図や百ーTI-P -V d i a gr amを利用するのが便利である。これ

らの図では，将来の林分状態をつぎのように求める。

期首の豆と 5との交点を最多密度線に平行に期末の樹高階線と交わるまで移動させ

る。この交点が期末の頁と万の予測点となり， Fの予測値がえられる。現実密度がこ

の交点と一致しない場合はこの交点を現実密度にまで 45°にフ、ライドさせて現存幹材

積を求める。ただし，期末の樹高階線に至るまでに現実密度と交わる場合にはこの現

実密度を通る自然間引き線にそって期末の樹高階線まで移動させ，この交点によって

万と Vの予測値が得られる。

図ー 2には間伐林分の 5年後の一例をしめしてある。ここでっかった資料は，青森

前橋，大阪，高知，熊本の各局管内の収穫試験地（農林省林業試験場， 1957~1961)

及びその他の試験地（同， 1971)のスギ間伐林分の測定値である。

図ー 2 の①は豆—D-P -V di a gr amをつかって上記の筆者の方法で，②は安藤

の密度管理図とその使用方法で，⑧は安藤の密度管理図と上記の筆者の方法で予測し

た結果である。密度効果を基にしたこれらの図は，①，③のように筆者の方法をつか

うことによって，簡便である割にはあてはめがよいようで，林分保育の面でかなり有

効な手段となろう。

〔文献〕 （1l 只木良也ら：京大演報 (84),1~8 1, 19 6 3-, (2) 安藤 貴：林試研報

(210), 1~158, 1968, (3) 相場芳憲：日林誌 57(2),39~44,1957, (3) 同 57(3)

67~78, 197 5, (4) 農林省林業試験場：収穫試験報告，（1), (4), (5), (61, (81, 1957 

~1961 (5) 同：同(17),1971. 

ミズナラ構造用材生産林の一作業級とし

ての林木蓄積・年生長量・年収穫量

九大北海道演習林 今 田盛生

はじめに

筆者は・ 1963年以来約 18年間にわたって， ミズナラ構造用材生産を目的とした森

林の森林組織に関する研究をすすめてきた。
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